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　平成２０年１１月２３日（日）・２４日（月）の２日間、上板

町文化協会主催による上板町文化祭が開催されました。 

　会場いっぱいの作品展示をはじめ、芸能大会、バザー、

うどん・おにぎりなどの催しがあり、どの会場も大変盛

り上がりました。 

　町民皆様のご協力とご参加により、盛況のうちに終了

できましたことにお礼を申し上げます。誠にありがとう

ございました。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
お
健
や
か
に
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
が
あ
り
な
が
ら
、
こ

う
し
て
穏
や
か
な
正
月
を
迎
え
ら
れ

た
の
も
多
く
の
方
の
お
か
げ
と
感
謝

し
、
二
〇
〇
九
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ

て
素
晴
ら
し
い
希
望
の
年
と
な
り
ま

す
よ
う
、
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
の
国
政
に
お
い
て
は
、
阿
倍

首
相
・
福
田
首
相
の
相
次
い
で
の
突

然
の
辞
任
、
ね
じ
れ
国
会
な
ど
混
乱

が
続
き
ま
し
た
が
、
一
日
も
早
く
安

定
し
た
政
治
の
実
現
が
望
ま
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

国
庫
補
助
金
、
地
方
交
付
税
の
伸

び
が
鈍
化
す
る
中
、
社
会
保
障
関
係

の
負
担
増
な
ど
本
町
財
政
は
、
そ
の

影
響
を
受
け
て
非
常
に
厳
し
い
状
況

下
に
あ
り
ま
す
。
財
政
が
厳
し
い
と

き
ほ
ど
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
十
分
踏
ま

え
、
計
画
的
・
効
率
的
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
の
重
要
事
業
と
し
て
、
小
中

学
校
施
設
の
耐
震
補
強
工
事
、
上
板

中
学
校
体
育
館
の
改
築
な
ど
、
次
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学

べ
る
場
、
又
、
災
害
時
に
は
町
民
の

生
命
を
守
る
避
難
場
所
と
し
て
も
十

分
機
能
す
る
施
設
と
し
て
も
整
備
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
遊
休
農
地
の
な
い
農
村
作

り
を
目
指
し
ま
す
。
日
本
は
、
食
べ

物
の
半
分
以
上
を
外
国
か
ら
輸
入
し
、

そ
の
自
給
率
は
四
〇
％
・
順
位
は
世

界
一
七
八
カ
国
中
一
二
九
位
で
す
。

か
け
が
え
の
な
い
上
板
町
の
農
地
を

守
っ
て
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
遊

休
農
地
の
活
用
を
考
え
、﹁
担
い
手
﹂

と
し
て
の
集
落
営
農
組
織
の
育
成
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

農
家
の
人
た
ち
の
中
に
は
﹁
ま
だ

ま
だ
や
れ
る
﹂﹁
も
う
や
っ
て
い
け
な

い
﹂
と
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
中
で
﹁
集
落
の
農
業
の
十

年
後
﹂
を
考
え
な
が
ら
、
次
の
時
代

に
対
応
で
き
る
農
業
を
構
築
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
地
球
温
暖
化
対
策
を
見
据

え
た
環
境
対
策
、
子
ど
も
・
高
齢
者
・

女
性
・
障
害
者
な
ど
へ
の
人
権
侵
害

等
、
同
和
問
題
を
は
じ
め
現
存
し
て

い
る
様
々
な
人
権
問
題
の
解
決
が
大

切
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
人
権
教

育
・
啓
発
活
動
を
続
け
て
参
り
ま
す
。

こ
れ
ら
重
点
課
題
を
進
め
て
い
く
た

め
に
は
、
投
資
的
経
費
を
抑
制
し
、

徹
底
し
た
歳
出
の
見
直
し
、
事
務
事

業
の
整
理
統
合
、
簡
素
化
、
効
率
化

を
図
り
、
結
果
を
し
っ
か
り
検
証
し

な
が
ら
行
財
政
改
革
を
強
力
に
推
進

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
皆
さ
ま
方
に
積
極
的
な
ま

ち
づ
く
り
へ
の
参
加
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
智
恵
と
工
夫
を
出
し
合
い
、

安
心
で
住
み
や
す
い
ま
ち
の
実
現
に

向
け
、
一
歩
一
歩
着
実
な
行
政
運
営

に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
一

年
、
健
康
に
十
分
気
を
つ
け
て
い
た

だ
き
、
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
上
板
町

に
と
っ
て
も
良
い
一
年
に
な
り
ま
す

よ
う
、
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て

年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町

長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長
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町
長
新
年
の
ご
あ
い
さ
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ

上　

板　

町　

長　

納　

田　

伸　

春　

◎
平
成
二
十
年
第
三
回
定
例
会
の
概
要

　

第
三
回
定
例
会
は
、
九
月
十
七
日

か
ら
九
月
十
九
日
ま
で
の
三
日
間
の

日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

開
会
日
に
は
、
納
田
町
長
が
町
政

に
取
り
組
む
所
信
と
行
財
政
改
革
の

推
進
、
環
境
問
題
、
農
業
問
題
、
耐

震
問
題
、
教
育
問
題
、
人
権
問
題
、

財
政
問
題
な
ど
当
面
す
る
町
政
の
重

要
課
題
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
行
財
政
改
革
、

徴
収
率
の
向
上
対
策
、
農
業
問
題
、

環
境
問
題
、
耐
震
問
題
、
教
育
問
題
、

な
ど
が
論
議
さ
れ
ま
し
た
。

︵
議
員
十
一
名
か
ら
一
般
質
問
︶

町
長
提
出
議
案
十
一
件
が
、
可
決
、

同
意
さ
れ
、
七
件
が
不
承
認
と
な
り

ま
し
た
。

　

議
員
提
案
三
件
の
内
、
二
件
が
可

決
、
一
件
が
採
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
議
会
議
員
全
員
協
議
会

　

平
成
二
十
年
九
月
十
日

　

第
三
回
定
例
会
提
出
議
案
の
協
議

を
行
な
う
。

◎
議
会
議
員
全
員
協
議
会

　

平
成
二
十
年
九
月
二
十
八
日

　

阿
北
環
境
整
備
組
合
へ
の
し
尿
等

の
搬
入
方
法
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
。

◎
平
成
二
十
年
第
三
回
臨
時
会
の
概
要

　

平
成
二
十
年
十
月
二
日

　

町
長
提
出
議
案
２
件
が
、
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

上
板
町
議
会
だ
よ

上
板
町
議
会
だ
よ
り

上
板
町
議
会
だ
よ
り

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
清
清
し
い
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶

び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

平
素
は
町
行
政
並
び
に
議
会
活
動

に
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
お
礼

申
し
あ
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
米
国
の
住
宅
融
資
に
端

を
発
し
た﹁
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
﹂

問
題
に
よ
り
、
世
界
経
済
は
債
権
や

株
式
が
暴
落
し
て
経
済
不
況
に
陥
る

状
況
が
生
ま
れ
、
そ
の
こ
と
を
は
じ

め
と
す
る
国
内
外
の
情
勢
、
ま
た
政

治
経
済
の
状
況
は
非
常
に
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
地
方
自
治
に
お
い

て
も
、
地
方
財
政
の
危
機
的
状
況
で

あ
り
、
自
主
財
源
の
乏
し
い
本
町
に

お
い
て
は
、
自
ら
徹
底
し
た
行
財
政

改
革
を
断
行
す
る
必
要
が
あ
り
、
少

子
・
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
、
教
育

文
化
の
振
興
、
農
業
政
策
の
振
興
、

資
源
循
環
型
社
会
の
構
築
、
上
板
町

の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
通
う

学
校
の
耐
震
補
強
の
問
題
等
地
方
分

権
の
推
進
に
伴
い
、
地
方
自
治
体
が

果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
増
大
し
て

き
て
お
り
ま
す
。

　

上
板
町
住
民
の
代
表
機
関
と
し
て

自
治
体
の
最
終
意
思
決
定
に
あ
ず
か

る
議
会
の
役
割
と
責
任
は
格
段
に
重

い
と
い
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
上
板

町
お
よ
び
町
議
会
の
更
な
る
活
性
化

を
図
る
た
め
に
は
町
民
の
皆
様
方
と

一
緒
に
取
り
組
ま
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

上
板
町
で
生
活
し
て
い
る
皆
様
方
が

こ
の
町
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え

る
地
域
づ
く
り
を
図
る
こ
と
が
、

我
々
議
員
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
で
あ

り
、
関
係
機
関
と
相
ま
っ
て
最
大
の

効
果
が
上
が
る
よ
う
、
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
か
今
年
も
、
町
民
皆
様
方
の

ご
指
導
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

本
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
、
幸

せ
多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し

ま
す
。
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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

上
板
町
議
会
議
長　

前　

田　

忠　

道　
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廣
瀬
氏
は
、
多
年
に
わ
た
り
農
業

共
済
事
業
に
従
事
し
、
農
業
災
害
補

償
制
度
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
多
大
な
る
功
績
か
ら
、
農
林
水

産
大
臣
よ
り
賞
状
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

廣
瀬
氏
よ
り
﹁
農
業
共
済
組
合
の

皆
様
を
は
じ
め
、
組
合
員
皆
様
の
お

か
げ
で
、
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
﹂
と
、
お
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　特別記念事業（特別慰労品の贈呈）について　

　平成２１年３月３１日で「特別慰労品」贈呈の受付が終了します。

平和祈念事業特別基金では、いまだ請求されていない外地からの引揚者、

恩給欠格者、戦後強制抑留者の「ご本人」に「特別慰労品」を贈呈してい

ます。（ご遺族の方は対象となりません）

　請求書は役場福祉保健課の窓口にあります。未請求の方は、お早めに申

請して下さい。資格要件等のお問い合わせは下記にお電話下さい。

無料電話：０１２０−２３４−９３３　（独）平和祈念事業特別基金

　

杢
保
氏
は
、
昭
和
三
十
七
年
に
徳

島
県
庁
に
採
用
さ
れ
、
各
部
局
で
活

躍
さ
れ
た
の
ち
、
農
林
水
産
部
長
、
企

業
局
長
の
役
職
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
章
は
、
永
年
に
わ
た
る

地
方
自
治
へ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。

　

杢
保
氏
の
受
章
を
称
え
る
と
と
も

に
、
今
後
益
々
の
ご
健
康
と
ご
活
躍

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

岡
島
氏
は
、
県
労
働
委
員
会
労
働

委
員
と
し
て
十
六
年
間
、
労
働
問
題

に
関
す
る
あ
っ
せ
ん
や
調
停
等
に
精

励
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
労
働
行

政
功
績
か
ら
、
平
成
二
十
年
十
一
月

三
日
付
け
で
、
栄
え
あ
る
受
章
と
な

り
ま
し
た
。

　

岡
島
氏
の
受
章
を
称
え
る
と
と
も

に
、
今
後
益
々
の
ご
健
康
と
ご
活
躍

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

山
本
氏
は
、
海
上
自
衛
隊
徳
島
教

育
航
空
群
第
二
〇
二
整
備
補
給
隊
に

て
定
年
退
職
︵
一
等
海
尉
︶
さ
れ
る

ま
で
、
南
極
支
援
活
動
等
、
永
年
に

わ
た
り
危
険
性
の
高
い
業
務
に
精
励

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
功
績
か
ら
第
十

一
回
危
険
業
務
従
事
者
と
し
て
瑞
寶

雙
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
本
氏
の
受
章
を
称
え
る
と
と
も

に
、
今
後
益
々
の
ご
健
康
と
ご
活
躍

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
九
月
十
一
日
︵
木
︶
郷
土
文

化
会
館
に
お
い
て
平
成
二
十
年
度
健

康
を
考
え
る
県
民
の
つ
ど
い
で
表
彰

式
が
あ
り
ま
し
た
。

　

上
板
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

会
長
と
し
て
十
年
間
、
食
生
活
改
善

の
普
及
啓
発
に
努
め
ら
れ
た
功
績
が

認
め
ら
れ
栄
誉
あ
る
表
彰
を
授
か
り

ま
し
た
。

　

納
田
氏
の
受
賞
を
称
え
る
と
と
も

に
、
今
後
益
々
の
ご
健
康
と
ご
活
躍

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

尾
原
氏
は
、
各
種
農
林
水
産
統
計

調
査
並
び
に
、
統
計
情
報
の
利
用
・

普
及
に
対
し
て
の
多
大
な
る
功
績
か

ら
、
平
成
二
十
年
十
月
二
十
日
付
け

で
農
林
水
産
大
臣
感
謝
状
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　

尾
原
氏
の
受
賞
を
称
え
る
と
と
も

に
、
今
後
益
々
の
ご
健
康
と
ご
活
躍

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

尾　原　富　子　氏
（永年協力者）

納　田　政　子 氏

山　本　敏　一　氏

瑞
寶
小
綬
章
受
章

瑞
寶
雙
光
章
受
章

藍
綬
褒
章
受
章

農
林
水
産
大
臣
よ
り
賞
状

農
林
水
産
大
臣
感
謝
状

杢　保　謹　司 氏岡　島　一　雄　氏

廣　瀬　一　正 氏

徳
島
県
知
事
表
彰
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親
睦
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
昨

年
九
月
二
十
六
日
︵
金
︶
に
わ
か
ば

パ
ー
ク
ド
ー
ム
に
お
い
て
、
七
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
は
、
真
剣
な
眼
差

し
で
プ
レ
ー
し
な
が
ら
、
健
康
的
な

汗
を
流
し
、
親
睦
を
一
層
深
め
て
い

ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
優　

勝　

瀬
部
チ
ー
ム

◇
準
優
勝　

神
宅
チ
ー
ム

◇
第
三
位　

混
成
チ
ー
ム

　
第
二
十
八
回
上
板
町

親
睦
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会　

　

昨
年
十
一
月
九
日
︵
日
︶
に
第
四

十
五
回
板
野
郡
町
対
抗
駅
伝
大
会

︵
板
野
郡
体
育
協
会
主
催
︶
が
上
板

町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
周
回
コ
ー
ス

︵
七
区
間
・
二
十
四
㎞
︶
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
上
板
町
チ
ー
ム
は
、
選

手
一
人
一
人
が
持
て
る
力
を
十
分
に

発
揮
し
、
一
時
間
二
十
分
四
十
九
秒

で
た
す
き
を
ゴ
ー
ル
ま
で
つ
な
ぎ
準

優
勝
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

上
板
町
チ
ー
ム
の
健
闘
を
称
え
た

い
と
思
い
ま
す
。

○
監　

督

　

切
原　

宏
和
︵
徳
島
工
業
高
校
︶

○
コ
ー
チ

　

梯　
　

泰
三
︵
上
板
中
学
校
︶

○
選　

手

　

岸　
　

亜
門
︵
徳
島
工
業
高
校
三
年
︶

板
野
郡
町
対
抗
駅
伝
大
会

　

昨
年
十
月
二
十
六
日
︵
日
︶
に
平

成
二
十
年
度
板
野
マ
ラ
ソ
ン
大
会

︵
板
野
郡
体
育
協
会
主
催
︶
が
上
板

町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
周
辺
コ
ー
ス

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

高
校
生
男
子
の
部
︵
８
㎞
︶

◇
準
優
勝

　

影
山　

航
大
︵
阿
波
高
校
一
年
︶

　

記
録
︵
二
十
九
分
三
十
三
秒
︶

上
板
町
体
育
協
会
等
主
催

行
事
の
ご
案
内

▽
町
内
卓
球
大
会

　

一
月
二
十
五
日︵
日
︶予
定

▽
町
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
駅
伝
大
会

　

二
月
一
日︵
日
︶予
定

▽
町
体
育
協
会
表
彰
式

　

二
月
十
五
日︵
日
︶予
定

▽
町
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
野
球
大
会

　

三
月
八
日︵
日
︶予
定

︵
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
教
育
委
員
会
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。︶

　

藤
原　

康
至
︵
Ｊ
Ａ
コ
ー
プ
食
品
︶

　

作
本　
　

匠
︵
徳
島
刑
務
所
︶

　

影
山　

航
大
︵
阿
波
高
校
一
年
︶

　

新
開　

智
礼
︵
徳
島
東
工
業
高
校
一
年

︶

　

新
開　

優
也
︵
美
馬
中
学
校
︶

　

武
知　

聖
也
︵
寺
内
製
作
所
︶

　

梶
本　

知
宏
︵
上
板
中
学
校
二
年
︶

　

和
田　
　

駿
︵
上
板
中
学
校
二
年
︶

町
内
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

一
般
男
子
の
部
︵
８
㎞
︶

◇
優
勝

　

藤
原　

康
至︵
Ｊ
Ａ
コ
ー
プ
食
品
︶

　

記
録
︵
二
十
五
分
二
十
七
秒
︶

◇
第
三
位

　

武
知　

聖
也
︵
寺
内
製
作
所
︶

　

記
録
︵
二
十
八
分
四
十
一
秒
︶

　

秋
季
ナ
イ
タ
ー

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会　

　

平
成
二
十
年
度
秋
季
ナ
イ
タ
ー
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
昨
年
十
月
十

五
日︵
水
︶か
ら
三
日
間
フ
ァ
ミ
リ
ー

ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
町
内
六
チ
ー
ム
が

参
加
し
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
際
と

マ
ッ
ク
ス
ボ
ー
イ
ズ
の
対
戦
と
な
り
、

試
合
を
優
位
に
進
め
た
レ
ス
ト
ラ
ン

際
が
、
見
事
、
優
勝
の
栄
冠
に
輝
き

ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
優　

勝　

レ
ス
ト
ラ
ン
際

◇
準
優
勝　

マ
ッ
ク
ス
ボ
ー
イ
ズ

◇
第
三
位　

上
板
流
星

　

平
成
二
十
年
度
町
内
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
大
会
が
、
昨
年
十
一
月
三
日
︵
月
︶

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
約
五
十
名
が
参
加
し
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
の
部

◇
優　

勝　

徳　

方　

慎　

史

　
　
　
　
　

眞　

田　
　
　

進　

組

◇
準
優
勝　

�　

原　

新　

一

　
　
　
　
　

鳥　

羽　

久　

雄　

組

◇
第
三
位　

市　

川　
　
　

瞳

　
　
　
　
　

宮　

本　

梨　

永　

組

中
学
生
の
部

◇
優　

勝　

廣　

澤　

直　

人

　
　
　
　
　

吉　

田　

了　

尉　

組

◇
準
優
勝　

長　

坂　

克　

己

　
　
　
　
　

板　

東　

卓　

哉　

組

◇
第
三
位　

堂　

本　

晃　

平

　
　
　
　
　

岡　
　
　

駿　

斗　

組

板
野
マ
ラ
ソ
ン
大
会
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町
内
硬
式
テ
ニ
ス
大
会

 
平
成
二
十
年
度
町
内
硬
式
テ
ニ
ス

大
会
が
、
昨
年
十
一
月
二
十
三
日

︵
日
︶フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
約
三
十
名
の
参

加
者
は
、
テ
ニ
ス
を
楽
し
み
快
い
汗

を
流
し
な
が
ら
、
ボ
ー
ル
を
追
い
か

け
て
い
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
優　

勝　

上　

菅　
　
　

暁

　
　
　
　
　

高　

井　

義　

夫　

組

◇
準
優
勝　

柏　

岡　

直　

樹

　
　
　
　
　

花　

畠　

啓　

員　

組

◇
第
三
位　

新　

見　

政　

一

　
　
　
　
　

小　

原　

克　

己　

組

　

平
成
二
十
年
度
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
競
技
会
が
、
昨
年
十
二
月
四
日

︵
木
︶に
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
公
園

で
約
六
十
名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
は
寒
さ
も
忘
れ
一

打
ご
と
に
一
喜
一
憂
し
て
い
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
優　

勝　
　

楠　
　
　

榮　

一

◇
準
優
勝　
　

澁　

谷　

義　

男

◇
第
三
位　
　

福　

田　

育　

司　

　

◆
中
学
生
・
作
文
の
部

　

税
で
つ
な
が
る
明
る
い
未
来

上
板
中
学
校　

三
年　

関
口　

美
佳

　

み
ん
な
の
税

上
板
中
学
校　

三
年　

和
田　

亜
紀

　

快
い
暮
ら
し
の
た
め
に

上
板
中
学
校　

三
年　

市
川　

望
夢

◆
小
学
生
・
作
文
の
部

　

税
金
に
つ
い
て
学
び
考
え
た
こ
と

東
光
小
学
校　

六
年　

野
口　

大
輝 

　

く
ら
し
を
支
え
る
税
金

東
光
小
学
校　

六
年　

須
藤　

文
也

　

税
は
大
切

松
島
小
学
校　

六
年　

大
舘　

雅
輝

　

大
切
に
使
お
う
み
ん
な
の
税
金

高
志
小
学
校　

六
年　

岡
田　

圭
生

◆
税
の
ポ
ス
タ
ー

高
志
小
学
校　

六
年　

秦　
　

友
香

　

昨
年
十
一
月
一
日︵
土
︶、
徳
島
市

シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
東
と
く
し
ま

小
学
生
俳
句
大
会
の
表
彰
式
を
行
い
、

同
七
日︵
金
︶ま
で
入
賞
作
品
の
展
示

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
俳
句
大
会
は
、

上
板
町
等
十
二
市
町
村
で
つ
く
る
徳

島
東
部
地
域
市
町
村
長
懇
話
会
の
事

業
と
し
て
今
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

上
板
町
で
は
、
小
学
校
五
・
六
年

を
対
象
に
俳
句
を
募
集
し
、
上
板
町

俳
句
講
座
の
代
表
等
が
上
板
町
長
賞

一
句
・
上
板
町
教
育
長
賞
一
句
・
入
選

八
句
の
合
計
十
句
を
選
考
し
ま
し
た
。

　

入
賞
さ
れ
た
の
は
、
次
の
皆
さ
ん

で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
上
板
町
長
賞

え
ん
天
下
む
ね
に
か
が
や
く
金
メ
ダ
ル

東
光
小
学
校　

五
年　
 

高  
田 　
 

浩  
平 

た
か 

た 

こ
う 
へ
い

　
上
板
町
教
育
長
賞

む
ら
さ
き
の
ほ
う
せ
き
み
た
い
ぶ
ど
う
の
実

東
光
小
学
校　

五
年　
 

石  
田 　
 

二
三  

い
し 

だ 

つ
ぐ
み

　
入　

選

し
ず
か
な
る
夏
の
か
わ
ら
に
ほ
た
る
か
な

神
宅
小
学
校　

五
年　
 

中  
川 　

も
も

な
か 
が
わ

り
く
に
花
空
に
さ
く
花
大
花
火

神
宅
小
学
校　

五
年　
 

中  
本 　
 

和  
弘 

な
か 
も
と 

か
ず 
ひ
ろ

阿
波
踊
り
み
ん
な
で
お
ど
ろ
よ
ヤ
ッ
ト
サ
ー

神
宅
小
学
校　

六
年　
 

切 
き
り 

原 　
 

将  
人 

は
ら 

ま
さ 

と

ぼ
く
ら
よ
り
成
長
は
や
い
夏
の
草

東
光
小
学
校　

六
年　
 

野  
口 　
 

大  
輝 

の 

ぐ
ち 

だ
い 

き

大
木
の
み
き
か
ら
顔
だ
す
カ
ブ
ト
ム
シ

松
島
小
学
校　

六
年　
 

瀬  
尾  
美  
沙  
希 

せ 

お 

み 

さ 

き

せ
み
は
鳴
く
僕
も
泣
い
た
宿
題
で

松
島
小
学
校　

六
年　
 

橋  
本 　
 

和  
也 

は
し 
も
と 

か
ず 

や

五
月
雨
が
や
ん
だ
ら
う
っ
す
ら
虹
か
か
る

高
志
小
学
校　

六
年　
 

加  
納 　
 

洋  
介 

か 

の
う 

よ
う 
す
け

川
沿
い
の
土
手
に
ほ
た
る
が
ひ
か
っ
て
る

高
志
小
学
校　

六
年　
 

徳  
本 　
 

帆  
夏 

と
く 
も
と 

ほ
の 

か

　

昨
年
十
月
十
七
日
﹁
み
ん
な
で
つ

く
ろ
う
安
心
の
街
﹂
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
全
国
地
域
安
全
運
動
の
一
環
と

し
て
、
上
板
町
防
犯
推
進
委
員
協
議

会
︵
前
田
忠
道
会
長
︶
に
よ
る
、
防

犯
パ
レ
ー
ド
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
島
小
学
校
の

金
管
バ
ン
ド
と

四
・
五
・
六
年
生

の
参
加
に
よ
り
松

島
小
学
校
を
出
発

し
、
校
区
内
約
二

キ
ロ
を
行
進
し
、

地
域
の
安
全
と
防

犯
意
識
の
向
上
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
パ
レ
ー

ド
終
了
後
、
同
協

議
会
役
員
に
よ
り

町
内
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
行
事
の

一
環
と
し
て
、
昨
年
十
一
月
九
日
、

上
板
町
消
防
団
︵
中
川　

直
団
長
︶

に
よ
る
町
内
一
円
で
の
火
災
予
防
パ

レ
ー
ド
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
六
分
団
よ
り
団
員
二
十
四
名

と
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
六
台
が
参
加

し
、
午
後
六
時
よ
り
役
場
前
で
出
発

式
を
行
っ
た
あ
と
、
約
二
時
間
を
か

け
て
町
内
を
巡
回
し
、
﹁
火
災
予
防
﹂

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

昨
年
九
月
十
四
日︵
日
︶よ
り
阿
波

市
民
球
場
で
開
催
さ
れ
た
、
第
二
回

と
く
し
ま
ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
デ
ー

︵
軟
式
野
球
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
カ
ッ

プ
︶
に
お
い
て
、
板
野
郡
の
代
表
と

し
て
上
板
町
体
育
協
会
チ
ー
ム
が
出

場
し
ま
し
た
。

　

上
板
町
体
育
協
会
チ
ー
ム
は
、
一

回
戦
・
二
回
戦
と
順
調
に
勝
ち
進
み
、

準
決
勝
で
は
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た

が
、
第
三
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

上
板
町
体
育
協
会
チ
ー
ム
の
健
闘

を
称
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ競

技
会　

防
犯
パ
レ
ー
ド
実
施

秋
季
火
災
予
防
パ
レ
ー
ド
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上板町成人式のお知らせ

　成人の日、それは大人になったことを自

覚し、自ら生き抜こうとする青年を励ます

ための祝日です。

　上板町では、この趣旨によって、次のと

おり成人式を実施いたします。

■日　時

　平成２１年１月２日（金）

　午前９時３０分受付　午前１０時開始

■会　場

　上板町役場２階　中央公民館　大会議室

■該当者

　昭和６３年４月２日〜平成元年４月１日

までに生まれた方

■お問合せ

　上板町教育委員会　電話６９４−６８１４

※　当日の服装は自由としますが、派手に

ならないようにしてください。

　　当日はたいへん混雑が予想されます。

出席される皆さまは時間に余裕を持って

お越しいただき、必ず受付を済ませてく

ださい。受付名簿により後日、記念写真

（無料）を送付いたします。

／／／ 神神神神神神神神神神神神神神神神神宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅小小小小小小小小小小小小小小小小５５５５５５５５５５５５５５５５ 藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍のののののののののののののののの記記記記記記記記記記記記記記記記事事事事事事事事事事事事事事事事宅小５　 藍の記事　／／／

　神宅小学校 5 年生 36 人が藍染めで校章を染めた学校旗作りに

取り組んだ。１枚 25cm 四方の布を 42 枚縫い合わせ製作した。

（最終的に縦 1.5m 横 1.6m）藍染め指導のベテラン山川吉文さん

にご指導していただき、自分たちで建てた藍液で 1 枚ずつ漬けて

染め上げた。

　総合的な学習の時間の中で、「地域の伝統文化を学ぼう」という

テーマで取り組んだ。地域の人やものから子どもたちはたくさん

のことを学ぶ。藍のすばらしさだけでなく、伝統を残そうと取り

組む姿勢や科学染料ではなく天然の素材にこだわる姿から大切な

生き方を学ぶことができた。

完成作品は、神宅小学校玄関に飾ってあります。

四国職業能力開発大学校　平成２１年度学生募集 

１．募集学科・定員 

　　生産技術科　２０名、電子情報技術科　３０名 

　　住居環境科　２０名

２．応募資格 

　　高等学校を卒業した者（３月卒業見込み者を含む）

３．入試科目：数学（数学Ⅰ）、英語（英語Ⅰ）

４．願書受付 

　　平成２１年１月２０日（火）〜１月２９日（木）

　　（消印有効）

５．試 験 日 

　　平成２１年２月５日（木）

６．合格発表 

　　平成２１年２月１８日（水）

７．問い合わせ先 

　　〒７６３−００９３　香川県丸亀市郡家町３２０２番地

　　　四国職業能力開発大学校　学務課

　　　　℡　０８７７−２４−６２５５

「国の教育ローン」（日本政策金融公庫） 

　「国の教育ローン」は、高校、短大、大学、専修学校、

各種学校や外国の高校、大学等に入学・在学するお子

さまをお持ちのご家庭を対象とした公的な融資制度で

す。

【ご 融 資 額】　学生・生徒 1 人あたり 200 万円以内

【利　　　率】　年 2.45％（平成 20 年 11 月 10 日現在）

【ご返済期間】　10 年以内（母子家庭・交通遺児家庭の

方は 1 年の延長が可能）

【お使いみち】　入学金、授業料、教科書代、アパート・

マンションの敷金・家賃など

【ご返済方法】　毎月元利均等返済（ボーナス時増額返

済も可能です。）

　詳しくは、「国の教育ローン」コールセンター（0570

− 008656（ナビダイヤル）、03 − 5321 − 8656）ま

たは株式会社日本政策金融公庫徳島支店国民生活事業

（088 − 622 − 7271）までお問い合わせください。

上板町成人式のお知らせ

　給与支払を行う事業者は、地方税法及び本町条例の規定により、原則としてすべて特別徴収義務者として個人

住民税を特別徴収（給与から天引き）していただくことになっています。

　特別徴収を実施していない事業主の方におかれましては、法律の趣旨をご理解いただき、特別徴収に移行して

くださいますようお願いいたします。　 〔お問い合わせ先　上板町税務課　℡６９４−６８０７〕

個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税ののののののののののののののののののののののののののののの特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収ををををををををををををををををををををををををををををを実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施ささささささささささささささささささささささささささささされれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれててててててててててててててててててててててててててててていいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいななななななななななななななななななななななななななななないいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主ののののののののののののののののののののののののののののの方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ個人住民税の特別徴収を実施されていない事業主の方へ
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放送大学　4 月生募集のお知らせ 

　放送大学では平成 21 年度第 1 学期（4 月入学）の

学生を募集しています。 

　放送大学はテレビなどの放送を利用して授業を行う

通信制の大学です。心理学・福祉・経済・歴史・文学・

自然科学など、幅広い分野を学べます。 

�出願期間は平成 21 年 2 月 28 日まで。 

�資料を無料で差し上げています。 

�お気軽に放送大学徳島学習センター 

　電話（088-602-0151）までご請求ください。 

　放送大学ホームページでも受け付けております。 

平成２１年度さくら保育所入所申込み受付

　平成２１年度にさくら保育所へ乳幼児の入所を希望

される保護者の方は、早急に入所申込書をさくら保育

所へ提出してください。入所申込書は、さくら保育所

又は役場福祉保健課にあります。

　また、年度途中での入所を希望される方も、今回に

申込書を提出してください。

　入所の基準は、保護者が次のいずれかの事情により

児童を保育できないと認められる場合です。

①保護者が常に労働している。

②保護者が妊娠中又は出産後間がない。

③保護者が疾病にかかり、若しくは負傷している。

④長期にわたり疾病の状態にある同居の親族を常時介

護している。

⑤震災、風水害、火災その他の災害の復旧に当たって

いる。

入 所 対 象 児　満６ヶ月児から３歳児まで

　　　　　　　（平成１７年４月２日以降に生まれたもの）

受 付 期 間　１月５日から１月１０日まで

問い合わせ先　上板町立さくら保育所

　　　　　　　上板町西分字日吉前２０−１

　　　　　　　電話　６９４−８１８０

　中央広域環境施設組合からのお知らせ　

①指名願いの受付

　・受付期間

　　平成２１年２月２日（月）〜３月３１日（火）必着

　・有効期間

　　平成２１年４月１日から一年間（平成２１年度）

　・提出場所

　　中央広域環境施設組合（郵送でも受付けます）

　・種　　類

　　建設工事関係、測量・建設コンサルタント関係、

リサイクルの運搬（一般貨物運送事業許可業者）

　　物品の製造・買い入れ・売り払い、役務提供関係

提　出　先

　〒７７１−１４０２

　徳島県阿波市吉野町西条字藤原７０−１

　中央広域環境施設組合　管理者　小笠原　幸

問い合わせ

　中央広域環境施設組合

　中央広域環境センター　業務課

　℡０８８−６３７−７１２７　Ԋ０８８−６３７−７１２８

　凍結防止について　（水道課よりお知らせ）

　これからは寒さが一層厳しくなり、給水

栓及び立ち上がり管は凍結し破損する恐れ

がありますので、特に夜間は防寒布等で保

護し、水道事故を防止しましょう。

※転入・転出等で水道を休止・廃止・撤去する場合は、水

道課で申請手続きを行ってください。

上板町において臨時職員が必要な場合に、登録者

の中から臨時的に採用します。

平成２１年度上板町臨時職員の

登録者を募集

募集要項は次のとおりです。

《一般職員》

　　事務補助員・外務作業員等

　　任用期日において６５歳未満の者

《衛生作業員・送迎バス運転員》

　　勤務先　　環境保全課・さくら保育所

　　資　格　　大型車運転免許を有する者

　　任用期日において６５歳未満の者

《保育士・教諭》

　　勤務先　　さくら保育所・町内幼稚園

　　資　格　　保育士資格又は幼稚園教諭免許を有す

る者

　　任用期日において５５歳未満の者

《看護師》

　　勤務先　　さくら保育所

　　資　格　　看護師免許又は准看護師免許を有する

者

　　任用期日において５５歳未満の者

《調理師》

　　勤務先　　さくら保育所

　　資　格　　調理師又は栄養士の資格を有する者

　　任用期日において６５歳未満の者

◎登録申込み

　　市販の履歴書を役場総務課へ提出して下さい。

　　※運転員・保育士・教諭・看護師・調理師等につ

いては、資格証等の写しを添付のこと。

◎申込期間　　１月５日（月）〜１月３０日（金）

◎採用方法　　書類選考及び面接

◎お問い合わせ　　上板町役場総務課

　　　　　　　　　（℡６９４−６８０１）

★平成２０年度中に臨時職員として採用された方も平

成２１年度は新たに登録してください。

平成２１年度さくら保育所入所申込み受付
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　今まで納付書や口座振替で納付していただいていた公的年金にかかる個人の町県民税が、平成２１年１０月支給

の公的年金から天引き（特別徴収）されます。

　対　象　者

　個人町県民税の納税義務者のうち、６５歳以上の

公的年金等の受給者（当該年度の初日に老齢基礎

年金等をうけている方）
　

　徴収する税額

　公的年金等に係る所得に対する所得割額及び均

等割額

　※注）給与所得などに係る所得割額は別途徴収

されます
　

　対象となる年金

　老齢基礎年金等（年額１８万円以上）

　特別徴収の対象税額と徴収する方法

　上半期の年金支給月（４月・６月・８月）ごとに、前

年度の下半期の特別徴収額の３分の１を仮徴収します。

　下半期の年金支給月（１０月・１２月・２月）ごとに、

年税額から当該年度の上半期の特別徴収額を控除した額

の３分の１を本徴収します。
　

　特別徴収を開始する年度

　特別徴収を開始する年度又は、新たに対象者となった

年度は、年度前半において、年税額の１／２を６月に普

通徴収（納付書又は口座振替により納付）により徴収。

年度後半において、年税額から普通徴収した額を控除し

た額を１０月・１２月・２月における老齢基礎年金等の支

払ごとに特別徴収により徴収。

〔お問い合わせ先　上板町税務課　℡ 69４− 6807〕

国民健康保険加入者のみなさま

「特定健康診査の受診はお済みですか？」

　平成 20 年度より 40 歳〜 74 歳の方を対象に「特定健

診・特定保健指導」を行っています。

　お手元に送付してあります特定健康診査の受診券の有効

期限は 2009 年（平成 21 年）2 月 28 日までとなっており

ます。

　まだ、受診をされていない方は 2 月 28 日までに受けて

下さい。

　受診券のお問い合わせは税務課国保係までお願いします。

電話　６９４−６８０７

国民健康保険よりおねがい

　国保財政は、国保加入者皆様方の保険税、国県

からの支出金・交付金等で運営されています。こ

こ数年間医療費が年々増え続けており財政運営が

非常に厳しくなってきています。そうならないた

めにも日頃からの自分の身体へのちょっとした心

がけ、上手な受診で医療費の節約に努めましょう。

　この時期、寒さも厳しく空気も乾燥しています

ので、帰宅時はうがい手洗い等を心がけ十分な栄

養と睡眠をとり風邪などの予防に心がけましょう。

図表によるイメージ
【特別徴収の時期・対象税額】

本　　　徴　　　収仮　　　徴　　　収

２月１２月１０月８月６月４月

同じ同じ
年税額から仮徴収した額を控

除した額の１／３
同じ同じ

前年１０月〜その翌年の３月

までの徴収額の１／３
税額

【特別徴収を開始する年度における徴収】

特　　別　　徴　　収普　　通　　徴　　収

２月１２月１０月６月

同じ同じ
年税額の

１／６
年　税　額　の　１／２税額
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平成２１年度　町・県民税（住民税）の変更項目について

　ふるさとに対し、貢献または応援したいという思いを実現する観点から、

個人町県民税の都道府県・市区町村に対する寄附金税制が拡充されました。
寄附金税制の拡充

改　正　後改　正　前

税額控除方式により

地方公共団体に対する寄附金のうち

適用下限額を超える部分について、

個人住民税所得割の

概ね１割を上限として

所得税と合わせて全額控除

➡
所得控除方式により

適用対象寄附金

×

税率（１０%）

の軽減効果

〔控　除　率〕

５千円１０万円〔適用下限額〕

　控除対象となる寄附金の限度額は、総所得金額等の２５% から３０% に改正になりました。総所得金額等とは、

サラリーマンの場合、給与収入から給与所得控除額を控除した金額、年金受給者の場合、年金収入から公的年金

等控除額を控除した金額をいいます。

　平成２０年１月１日以後に支出した寄附金が対象となり、寄附をした翌年度の個人町県民税から控除されます。

（所得税については、寄附を行った年分から控除されます。）

�寄附金控除の見直し

�税額控除額の計算方法

　①と②の合計額を税額控除

　　①〔地方公共団体に対する寄附金 − ５千円〕

× １０%

　　②〔地方公共団体に対する寄附金 − ５千円〕

×〔９０% − ０〜４０%〕

［寄附者に適用される所得税の限界税率］⇧　　

　　※②の額は個人町県民税所得割額の１割を限度

�手　続　き　等

　寄附金控除の適用を受けるためには、申告が必要です。

　個人住民税の寄附金控除を受けるためには、毎年１月

１日〜１２月３１日までに行った寄附について、翌年３月

１５日までに所得税の確定申告を行っていただく必要が

あります。その際、寄附先などからもらった領収書など

を申告書に添付することが必要ですので、注意してくだ

さい。

※注　平成１９年から平成２０年までに入居し、新たに所得税の住宅借入金等特別控除を受ける方については、

税源移譲に対する配慮として、控除期間、控除率が選択適用できる特例が創設されていますので、町県

民税での税額控除はありません。

申告が必要です！ 所得税から住宅ローン控除額を引ききれなかった方

　税源移譲により、所得税が減額となり、住宅借入金等特別控除（住宅ローン控除）が所得税額より大きくなり

控除しきれなくなる場合があります。平成１１年から平成１８年までに入居した方に限り、その影響額を町県民税

の所得割額から控除します。

　確定申告する方は税務署、確定申告しない方は市町村に毎年３月１５日までに源泉徴収票とともに住民税減額申

告書を提出する必要があります。

１．対象となる方 
　　平成１１年から平成１８年までに入居した方で、

税源移譲により住宅借入金等特別控除額が所得税

より大きくなり控除しきれない額が発生した方

２．計算方法（町県民税からの控除額） 

　　⑴と⑵のいずれか少ない金額

　　⑴前年中の所得税の住宅借

　　　入金等特別控除限度額　

　　⑵税源移譲前の税率で計算

　　　した前年分の所得税額　　　

３．申告方法 
　①　確定申告される方

　　　確定申告時に、「住宅借入金等特別税額控除申告

書」（所得税の確定申告書を提出する納税者用）を毎

年３月１５日までに税務署に提出してください。

　②　確定申告されない方 

　　　「住宅借入金等特別税額控除申告書」（年末調整で

住宅借入金等特別控除の適用を受け、所得税の確定

申告書を提出しない納税者用）と源泉徴収票を毎年

申告期限までにその年の１月１日現在お住まいの市

町村まで提出してください。

　税源移譲後の税
　率で計算した所
　得税額

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
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所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税ののののののののののののののののののののの確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告ははははははははははははははははははははは、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分ででででででででででででででででででででで書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいててててててててててててててててててててておおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめににににににににににににににににににににに！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！所得税の確定申告は、自分で書いてお早めに！

　平成２０年分の所得税の確定申告は、２月１６日（月）から始まります。申告・納付の期限は３月１６日（月）です。

期限間近になりますと鳴門税務署は大変混雑し、長時間お待ちいただくようなことになりかねません。申告書はで

きるだけご自分で記載し、お早めに提出してください。

　また、作成した申告書は郵送でも提出できます。なお、還付申告の方は２月１３日（金）以前でも申告書を提出

することができます。

○確定申告をしなければならない人 

１．一般の人の場合

　　配当所得、不動産所得、事業所得、給与所得、退職所得、譲渡所得、一時所得又は雑所得等（源泉分離課税の

対象となる利子所得、配当所得等や確定申告しないことを選択した配当所得及び源泉徴収選択口座を通じて行っ

た上場株式等に係る譲渡所得等は除きます。）のある人は、これらの所得金額の合計額が基礎控除や扶養控除など

の所得控除額の合計額を超える場合において、課税総所得金額等に対する税額が配当控除額を超えるときは、確

定申告しなければなりません。

２．給与所得者の場合

　　給与所得者の大部分の方は「年末調整」により所得税が精算されますので申告する必要はありません。しかし、次

のような人は、確定申告しなければなりません

　⑴　その年中の給与の収入金額が２,０００万円を超える人

　⑵　１か所から給与を受けている人で、給与所得及び退職所得以外の所得の金額（源泉分離課税の対象となる利

子所得、配当所得等や確定申告しないことを選択した配当所得及び源泉徴収選択口座を通じて行った上場株式

等に係る譲渡所得等は除きます。）の合計額が２０万円を超える人。

　⑶　２か所以上から給与を受けている人で、主たる給与の支払者以外の者から支払を受ける給与の収入金額と給

与所得及び退職所得以外の所得の金額（上記⑵に同じ。）との合計額が２０万円を超える人

　　　ただし、給与所得の収入金額の合計額から社会保険料控除額、生命保険料控除額、地震保険料控除額、障害

者控除額、寡婦（寡夫）控除額、勤労学生控除額、配偶者控除額、配偶者特別控除額及び扶養控除額の合計額

を差し引いた残りの金額が１５０万円以下で、しかも、給与所得及び退職所得以外の所得の金額（上記⑵に同じ。）

の合計額が２０万円以下の人は、確定申告する必要はありません。

　　　なお、上記の⑴、⑵、⑶は、給与等のすべてについて所得税の源泉徴収をされることが前提条件となってい

ますから、給与等について源泉徴収に関する規定の適用がない場合には、上記１によります。

３．退職所得がある人の場合

　　退職所得も、そのほとんどの場合は源泉徴収だけですまされ、確定申告をする必要はありませんが、退職金の支

払を受ける際に支払者に「退職所得の受給に関する申告書」を提出しなかったために２０%の税率で源泉徴収された

場合で、その源泉徴収された税額が正規の方法で計算した税額より少ない時には確定申告をしなければなりません。

　　なお、退職所得を申告しなくてもよい人でも、それ以外の所得について上記の１又は２の場合に当てはまる人

は、退職所得以外の所得については、確定申告する必要があります。

　　上場株式等に係る譲渡損失の繰越控除の特例の適用を受けようとする方は、確定申告が必要です。また、源泉

徴収された所得税の還付を受けるため（給与所得者で雑損控除や医療費控除、寄附金控除、住宅借入金等特別控

除を受ける場合等）に確定申告する場合には、給与所得や退職所得以外の所得についても併せて申告しなければ

なりません。

●　確 定 申 告 期 前 の 説 明 会　●
　所得税の確定申告の時期が近づいてきました。

　本年も、所得が公的年金のみの方及び平成２０年中に居

宅を建築された方等の住宅借入金等特別控除の説明会を

次のとおり行います。

　この説明会は、収入が公的年金のみの方、住宅借入金

等特別控除を受ける方は給与収入のみの方に限り行いま

すので、他の所得と合算される方は除きます。

　なお、該当されると思われる方には、１月中旬から下

旬にかけて役場税務課から通知いたします。

◇公的年金のみの方

　�日時　平成２１年２月６日（金）　午前１０時〜

　�会場　上板町農村環境改善センター・

　　　　　　農事研修室（役場東隣）　

◇住宅借入金等特別控除を受ける方

　�日時　平成２１年２月１２日（木）　午後２時〜

　�会場　板野ふれあいプラザ

　　　　　　（板野西小学校東隣）
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○パソコンで申告書等の作成や確定申告することができます 

　パソコンをお持ちの方は、国税庁ホームページにアクセスしてください。「確定申告書等作成

コーナー」で、申告書等が簡単に作成できます。〔http://www.nta.go.jp〕

　また、インターネットを利用して確定申告をすることができます。このサービスをｅ−Ｔａｘ

（イータックス）といいます。ｅ−Ｔａｘを利用すると次のようなメリットがあります。

○納税は口座振替をご利用ください 

　申告所得税や個人事業者の消費税は、金融機関や税務署の窓口での納付以外に、金融機関の預貯金口座から納付

できる振替納税がご利用になれます。

　口座振替による納税は、一度手続きをしていただければ、継続してご利用いただけます。うっかり納期限を忘れ

てしまっても安心です。是非、ご利用ください。

　なお、振替納税をご利用の場合、所得税の振替日は４月２２日（水）、消費税及び地方消費税の振替日は４月２７日

（月）です ｡

�ポイント１
　　国税庁ホームページから直接申告できます！

�ポイント２
　　最高５,０００円の税額控除！

　　平成１９年分又は平成２０年分のいずれか１回、

一定条件のもと、最高５,０００ 円の税額控除を受

けることができます。

�ポイント３
　　還付金がスピーディー！

　　３週間程度に短縮されます。　 

�ポイント４
　　添付書類が提出不要！

　　一定の種類の提出又は提示を省略することがで

きます。なお、申告期限から３年間、添付書類の

提出又は提示を求められることがあります。

�ポイント５
　　税務署が閉まっていても大丈夫 !

　　受付システムの利用可能時間内であれば、いつで

も申告ができます。なお、 確定申告期間は２４時

間申告ができます。

ｅ −  Ｔａｘ       のホームページ（http://www.e-tax.nta.go.jp）で事前準備や、詳しい情報がご覧いただけます。
イータックス

　確定申告による所得税の納期限は、申告時期と同

じ３月１６日（月）です。期限内に納税を済ませてくだ

さい。

　なお、振替納税をご利用の方は、あらかじめ指定

された預貯金口座の残高を確認しておいてください。

納税が遅れますと、納付の日までの延滞税を併せて

納付する必要があります。

　平成２１年３月１６日までに納付されなかった場合

の延滞税の割合は、次のとおりです。

　�平成２１年３月１７日から同年５月１６日まで

………　年「　４.５％」

　�平成２１年５月１７日以降 ……………　年「１４.６％」

　なお、一度で納められないときは、確定申告で納める

ことになる税額の２分の１以上を３月１６日（月）までに

納め、残りの税額を６月１日（月）まで延期することがで

きます。ただし、延納期間中は、延期する税額に対し、

年「４.５％」の利子税がかかります。

○鳴門税務署の申告相談等 

　鳴門税務署（℡６８５-４１０１）では、鳴門税務署１階会議室において、所得税・個人事業者の消費税・贈与税の申

告相談及び申告書の受付を下記のとおり行います。

申告相談・申告書受付期間　（土曜日 ･ 日曜日・祝祭日を除く）　

平成２１年 ２ 月１６日（月）　〜　平成２１年 ３ 月１６日（月）所 得 税

平成２１年 １ 月 ５ 日（月）　〜　平成２１年 ３ 月３１日（火）個人事業者の消費税及び地方消費税

平成２１年 ２ 月 ２ 日（月）　〜　平成２１年 ３ 月１６日（月）贈 与 税

（注）納税の期限は、それぞれの期間の末日です。

●　納　税　は　期　限　内　に　●
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■年金手帳は大切に保管しましょう
　公的年金制度では、すべての制度に共通して使用される基礎年金番号が用いられています。

　国民年金や厚生年金に加入すると基礎年金番号が記載された年金手帳が交付され、加入記録や保険料の納付

状況など、すべてこの番号で管理されます。

　この年金手帳は、年金に関する手続きの際、必要となりますので、大切に保管してください。

老齢基礎年金
65歳から生涯受けられます。

障害基礎年金
病気やケガで障害の状態に

なった方が受けられます。

遺族基礎年金
夫が亡くなったときに子の

ある妻または子が受けられ

ます。

　国民年金はすべての公的年金の基礎となるものです。日本国内にお住まいの20歳から60歳まで

の人は、公的年金に加入することが法律で義務付けられています。将来、訪れる長い老後や、生

活の安定を損なうような“万が一”の事態に備え、保険料を出し合い、お互いを支え合う制度です。

　20歳になったら、忘れずに国民年金の加入手続きをしましょう！

■国民年金の給付は、３種類の基礎年金があります

 

国民年金基金 厚生年金基金 （職域加算部分）

（代行部分）

厚生年金保険
共済年金

第１号被保険者
被保険者の
種　　　類

第２号被保険者第３号被保険者

国民年金（基礎年金）

20歳以上60歳未満
の自営業者、農林漁
業、学生など

国民年金保険料
【定額】14,410円
（平成20年度）

基礎年金の国庫負担割合については、平成16年度より、それまでの1/3から
1/2への引上に着手しており、平成21年度までに完全引上げ。

対象者

保険料

国庫負担

会社員、公務員など

被保険者本人は保険料
負担を要しない。
配偶者の加入している
年金の保険者が負担

第２号被保険者に扶養
される配偶者

国民年金の加入手続きは、どこで行えばいいの？QQ
ＡＡ 国民年金の加入手続きは、お住まいの市町村役場の国民年金担当窓口でお手続きください。

時間に余裕がなく、窓口で手続きができない場合は、郵送により手続きすることもできます。

QQ
ＡＡ
毎月の保険料はいくら？

国民年金の保険料（定額）は、月額14,410円です。なお、保険料をまとめて前払いすることにより割引される前納制
度もあります。また、定額保険料に加えて月額400円の付加保険料を納付されると、将来、老齢基礎年金に加えて付加
年金が支給されます。
付加年金は「200円×納付月数」で計算されます。例えば10年間納付（合計48,000円）された場合の付加年金額は
24,000円です。付加保険料を納付される場合は、必ず定額保険料を納付していただくことが必要です。

QQ
ＡＡ
口座振替が便利でお得！

口座振替は、金融機関等の窓口での現金納付に比べて便利でお得です。口座振替には、毎月の保険料が翌月末に引落し
される翌月末振替と、毎月の保険料がその月の月末に引落しされる当月末振替（早割）があります。早割は月額50円
が割引されます。
口座振替で前納制度をご利用される場合は、現金での前納に比べてさらに割引額が高くなります。たとえば、１年前納
を口座振替で行った場合は、月々現金でお支払いされた場合の合計額と比較して3,620円の割引（現金での１年前納は
3,070円の割引）です。

毎月14,410円は払えない　そんなときはどうすればいいの？QQ
ＡＡ 20歳になられ、所得が少なく保険料を納めることが困難な方については、若年者納付猶予制度や学生納付特例制度な

どの保険料猶予制度を利用することができます。手続きはお住まいの市町村役場の国民年金担当窓口または社会保険事
務所で行ってください。

厚生年金保険料率　15.35％
（平成20年9月現在）
労使折半で保険料負担
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　一般の保険料免除（全額免除・一部納付）の場合は、世帯主の所得も含めて保険料免除の対象となるか判定いたし

ますが、若年者納付猶予は本人と配偶者の所得のみ、学生納付特例は本人の所得のみで判定することになります。

　そのため、世帯主の所得が高く、保険料免除の対象とならない20歳代の方でも、若年者納付猶予の対象となる場合

があり、学生の方はご本人の所得がない場合は学生納付特例の対象となります。

※学生の方は、学生納付特例制度のみご利用いただけます。

若年者　→　本人と配偶者の所得を審査
学　生　→　本人の所得のみで審査POINT 1

○若年者納付猶予・学生納付特例を受けた期間は、将来受ける年金の受給資格期間に算入されますが、年金額に

は反映されません。

○そこで、これらの期間の保険料は、10年以内であれば後で古い期間から順に納付していただけるようになっていま

す（追納）。

○追納する場合の保険料額は、猶予等を受けた期間の翌年度から起算して、３年度目以降に保険料を追納する場

合には、承認を受けた期間の保険料額に経過期間に応じた加算額が上乗せされます。

　納付猶予や納付特例期間中にケガや病気で障害や死亡といった不慮の事態が発生した場合、障害の状態に応じて障

害基礎年金が、遺族（妻と子）の方は遺族基礎年金を受けることができます。

※障害や死亡といった事故が発生するまでの国民年金の加入期間の2/3以上の期間について、保険料を納付、免除又は

　猶予されていること、若しくは事故の直前の１年間に保険料の未納がないことが必要です。

障害・遺族基礎年金を受け取ることができますPOINT 2

　若年者納付猶予制度と学生納付特例制度は、他の年齢層に比べて所得が少ない若年層（20歳代で学生以外）の

方や所得がない学生の方が、将来、年金を受けることができなくなることや、不慮の事故等により障害が残って

しまった場合に、障害基礎年金を受けることができなくなること等を防止するため、本人の申請により保険料の

納付が猶予される制度のことです。
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　納期限は各月の末日（5 期については 12 月 25 日）になります。ただし、その末日が土曜日、日曜日及び休

日（祝日）の場合は、次の平日が納期限となります。

○口座振替手続きをされる方は各金融機関へお申し出下さい。

　　すでに町税などを口座振替で納付されている方も新たに手続きが必要です。

○保険料の納付が困難な場合などはご相談ください。

　　災害等により重大な損害を受けたときや、その他の特別な事情により保険料を納めることが困難な方につ

いては、保険料が減免となる場合がありますので、お早めにご相談ください。

【お問合せ先】

　上板町　福祉保健課

電話　０８８−６９４−６８１０

　長寿医療制度は公費や後期高齢者支援金のほか、被保険者一人ひとりに納めていただく保険料で運営されて

います。

長寿医療制度
（後期高齢者医療制度）

保険料は個人ごとに、特別徴収（年金から天引き）と普通徴収（納付書での納付）があります。

納付書が届いている方は、納期までに必ず納めて下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　

平成２０年度の普通徴収（口座振替、直接納付の方）納期

８期７期６期５期４期３期２期１期

３月２月１月１２月１１月１０月９月８月

※　納付書は保険料決定通知や変更通知と共に送付しております。

　　保険料が変更になった場合、特別徴収（年金天引き）から普通徴収（納

付書での納付）へ変更される場合もあります。

　　今年度中に75歳に到達される方については、今年度の保険料は普通徴収

となります。

保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保 険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険 料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料 納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納 付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付 ののののののののののののののののののののののののののののの おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお 知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知 ららららららららららららららららららららららららららららら せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ保険料納付のお知らせ
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ETC車
限定

高速道路の通行料金が

引き下げられました。

NEXCO西日本四国支社が管理する高速道路の料金割引(概要)

平
　
日

休
　
日

0時 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24時

例えば……５割引

　の割引例（普通車） ETC設置１年目でこんなにお得です！！

月に３回、土成から徳島までお買い物や映画に出かけるお母さんの場合・・・・・

土成 徳島
徳島自動車道

22 . 4㎞

●通常料金は片道750円。ETC通勤割引後の料金は400円。往復するから700円のオトク。

　お母さんは月３回利用するので、月2,100円のオトク×12ヶ月＝年間で 25,200円のオトク
●さらに、マイレージサービスに加入すると、年間43,200円÷50円＝年間で864ポイントが貯まり、600ポイン

　ト分を還元すれば、還元額 500円のオトク
※1,000ポイント貯めれば、8,000円分のオトクとなります。

●ETC設置１年目のオトク額
　（25,200円＋500円−16,000円）＝　9,700円のオトク

●ETC設置２年目からは
　（25,200円＋500円）　　　　　 ＝25,700円のオトク

●ETC設置費用は約16,000円〜

　（車載器購入費約8,000円〜。セットアップ料金約2,625円〜。取付費用約5,250円〜。で算定。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ETC設置費用は車載器の機種などにより異なります。）

※ご注意ください（割引後の料金は、24捨25入により50円単位の端数処理を行いますので、割引率は“最大”とお考えください)

・・・・・詳細につきましては、NEXCO西日本のホームページか、下記までお問い合わせください・・・・・

NEXCO西日本お客さまセンター　0120−924−863
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保健行事予定表　１月〜３月

保健行事予定に関するお問い合わせ先　　役場福祉保健課（☎６９４−６８１０）

Ⅲ．予防接種

　１．集団接種

　　１）ポリオ

対　　象　　者内　　　　　　容場　　　所受 付 時 間月／日

生後３月以上９０月未満の乳幼児ポリオ投与農村環境改善センター１３：３０〜１４：００
１／２１

３／２５

　４．３歳児健康診査

対　　象　　者内　　　　　　容場　　　所受 付 時 間月／日

H１７．８．１生〜H１７．１０．３１生
問診・身体計測・尿検査・内科・歯科

診察・歯科相談・栄養・育児相談
農村環境改善センター１３：００〜１３：３０３／２３

　３．１歳６カ月児健康診査

対　　象　　者内　　　　　　容場　　　所受 付 時 間月／日

H１９．６．１生〜 H１９．８．３１生
問診・身体計測・内科・歯科診察・歯

科相談・栄養・育児相談・聴力検査
農村環境改善センター１３：００〜１３：３０１／２９

　２．股関節脱臼健診・ブックスタート

対　　象　　者内　　　　　　容場　　　所受 付 時 間月／日

H２０．９．１生〜H２０．１１．３０生股関節脱臼健診・ブックスタート農村環境改善センター１０：３０〜１１：００３／１８

Ⅱ．乳幼児健康診査

　１．乳児健康診査 

対　　象　　者内　　　　　　容場　　　所受 付 時 間月／日

H２０年

３月・４月・９月・１０月生
問診・身体計測・内科診察・育児相談農村環境改善センター１３：３０〜１４：００２／４

Ⅰ．健康相談・健康教育

担　　　　　当内　　　　　　容場　　　　所時　　　　間月／日

保健師個別健康相談農村環境改善センター１０：００〜１１：３０１／６

保健師・理学療法士個別健康相談農村環境改善センター１０：００〜１１：３０２／３

保健師個別健康相談農村環境改善センター１０：００〜１１：３０３／３

　　　「徳島県予防接種広域化」により、子どもの予防接種については、上板町内の医療機

関に加えて、町外にかかりつけ医があるなど、町外医療機関での個別接種を受けるこ

とができます。（一部実施していない医療機関がありますので、主治医にお問い合わせ

下さい。）

　　　予防接種の対象者には、個人通知をいたしますので通知が届いたら、保護者の方は、

医師と相談して接種計画を立てて受けて下さい。

　　　個別接種の内容　　ＢＣＧ・百日咳ジフテリア破傷風混合・ジフテリア破傷風混合

　　　　　　　　　　　　麻疹風疹混合（または、麻疹・風疹）・日本脳炎

　２．個別接種
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お 誕 生 お め で と う
（平成20年８月〜平成20年10月誕生まで）

　平成20年度献穀献納式が、

平成20年10月29日に皇居で

行われ、徳島県から４名が献

納式に参列され、本町から水

口良一、マチ子夫妻が献納式

に参列されました。水口良一、

マチ子夫妻は、精米一升を献

納され、天皇皇后両陛下に平

成20年は豊作であった旨をご

報告されました。

　平成20年10月26日（日）にソイジョイ

武道館（鳴門・大塚スポーツパーク）で

開催された「第34回徳島県少年柔道大会」

の小学１年

生の部で、

神宅小学校

の岡本泰崇

くんが優勝

しました。

水口良一、マチ子夫妻が献納式に参列

　「住んでよかった　住んでみたくなる町　かみいた」をスロー

ガンに、12月７日（日）人権週間の恒例行事になりました上板町

人権フェスティバルが、農村環境改善センターで開催されました。

　人権問題講演会は、徳島いのちの電話　理事長　近藤治郎氏

による「いのちの鼓動」と題して行われ、熱のこもった素晴ら

しい講演でした。

　また、町内全幼稚園・全小学校・中学校の園児・児童・生徒

による人権作品の展示や人権劇・人権作文の発表があり、日頃

の学校教育における人権学習の成果が見事に披露され、参加者

に大きな感動を与えてくれました。

　あじさいコーラスによる合唱では「若者たち」「旅立ちの日に」

「負けないで」が披露され、歌声で人権に対する思いが会場い

っぱいに広がりました。

　この日は、約400名の方に参加をしていただき、盛大に人権

フェスティバルが開催できましたことをお礼申しあげます。

２００８

上板町人権フェスティバル
開催される

上板町人権フェスティバル
開催される


